
Voice from 3.11
宣⾔作成の取り組み



宣⾔作成の過程

実⾏委員、事務局員が⼀⼈ひとりが寄せられた「274のことば」を全て読
み、気づかされたことを考える

ことばを読む

気づきの共有 「274のことば」や集いで語られた「声」から気づかされた実⾏委員、事
務局員⼀⼈ひとりの気づきをお互い聴き合い、共有する。

気づきを紡ぐ 共有された気づきをもとに「将来残したい気づき」、「これからも考えた
い気づき」へと問い直し、実⾏委員会内でさらに気づきを紡ぎ出す

宣⾔
紡ぎ出した気づきをもとに、実⾏委員会・事務局で何度も話し合いながら
宣⾔を作成「voice from 311「ことば」から紡いだわたしたちの宣⾔」

５⽉

宣⾔作成の
企画４⽉

多くの「ことば」や集いで語られた「声」を何かしらのカタチにして残し
たいという思いから、ゼロベースから宣⾔を作成することを決める
（実⾏委員会８回、事務局会議１８回、ワークショップ３回）
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2021年

2022年



「ことば」から「気づき」へ、「気づき」から「宣⾔」へ

ことばから得た⼀⼈ひとりの気づき 気づきの共有と気づきの紡ぎ直し 宣⾔へ



宣⾔を作る上で⼤切にしたこと
■「ことば」と「声」から宣⾔を作り出すこと

• 宣⾔を作成するにあたり、実⾏委員、事務局員の持論や⼀般論ではなく、「こと
ば」や「声」から紡ぎだされたことか︖を問いかけながら宣⾔を作りました。

• また、「ことば」や「声」を寄せてくれた⽅々へに向けた宣⾔になっているか︖
を問いかけながら宣⾔を作りました。

■（宣⾔⽂の）⼀つ⼀つの⾔葉にこだわること
• 抽象的な⾔葉でまとめず、宣⾔の背景となる「ことば」や「声」が想像できるこ
とを⼼がけながら宣⾔を作り出しました。

• ⼀⽅で、誰かを傷つける内容になっていないか、誰かを取りこぼす内容になって
いないかを意識しながら宣⾔を作りました。

■宣⾔作成のプロセスを⼤切にすること
• 実⾏委員、事務局員みんなが納得のいく宣⾔にするため、妥協することなく、時
間をかけて、丁寧に何度も話し合いを重ねました。


